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かみかわ町議会だより

※12月定例会の一般質問の全文は、議会事務局の会議録で閲覧することが出
来ます。また、町ホームページでも３月上旬から閲覧出来ます。

質 問 者 質 問 事 項 質　問　要　旨 掲載頁
柴崎　愛子 １．交通安全対策について １　神川中学校北から八日市方面の歩道

工事完了に伴う「自転車通行可」の
道路標識設置について

２　町内歩道の「自転車通行可」の確認
と町民への周知啓発について

４

川浦　雅子 １．事業者支援について １　中小企業者と農業者への支援につい
て

５２．病児保育について １　新丹荘保育所に設置される病後児保
育やアレルギー対応等に関して保護
者への理解と対応について

３．セルフネグレクトについて １　早期発見と対応について

坂本　貴佳 １．町の脱炭素化社会対応につ
いて

１　クリーンエネルギーについて

２　資源ゴミの回収推進について
６

廣川　　学 １．町唯一の駅である丹荘駅に
対する町の考え方について

１　八高線の電化、複線化について

２　丹荘駅の現状と課題について
７

田中　隆久 １．新型コロナウイルス対策に
ついて

１　今後の感染防止対策について

２　今後の町内の経済対策について ８
２．４年間の取組と成果につい

て
１　様々な課題への対応と総括について

赤羽奈保子 １．日常生活用具給付の事業に
ついて

１　給付用具の拡大について

９２．子育て応援アプリの導入に
ついて

１　子育て環境の充実について

３．空き家・空き地等の管理に
ついて

１　空き家・空き地等の現状と対策につ
いて

　令和３年第７回神川町議会定例会は、12月３日から10日までの８日間の会期で開かれ、町
政に対する一般質問が行われたほか、町長から提案された令和３年度一般会計及び特別会
計の補正予算６件、条例の制定・改正５件、人事案件１件、計画策定等２件が審議されまし
た。（議案一覧及び審議結果は３ページをご覧ください。）
　なお、陳情書及び意見書は採択・可決されました。（意見書は10ページをご覧ください。）
　一般質問は12月３日に行われ、６名の議員が町長をはじめ町当局の考えについて、質問
しました。　

12月定例会を開催
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かみかわ町議会だより

※審議結果　○全員賛成（可決）　△賛成多数（可決）　×賛成少数（否決）

12 月定例会議案一覧及び審議結果「予算」
議　案　名　等　と　主　な　内　容 審議結果

町
長
提
出
議
案

令和３年度神川町一般会計補正予算（第４号）
　新型コロナウイルス感染症の影響が長期化するなか、子育て世帯を支援するため臨時
特別給付金給付事業９，３１３万６千円など。歳入歳出各１億１，６９９万７千円を追加
し、補正後総額を歳入歳出各６５億８９１万７千円とするもの。

○

令和３年度神川町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
　歳入歳出各３，７０１万８千円を追加し、補正後総額を歳入歳出各１５億６，３５８万３千
円とするもの。

○

令和３年度神川町営バス事業特別会計補正予算（第１号）
　町営バス運転業務委託の債務負担行為を設定するもの。 ○
令和３年度神川町観光事業特別会計補正予算（第２号）
　城峯公園及び冬桜の宿の指定管理料の債務負担行為を設定するもの。 ○
令和３年度神川町公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）
　渡瀬浄化センターの汚泥収集処分委託の債務負担行為を設定するもの。 ○
令和３年度神川町水道事業会計補正予算（第２号）
　水道メーター検針業務委託等の債務負担行為を設定するもの。 ○

※審議結果　○全員賛成（可決）　△賛成多数（可決）　×賛成少数（否決）

12 月定例会議案一覧及び審議結果「条例・人事案件等」
議　案　名　等　と　主　な　内　容 審議結果

町
長
提
出
議
案

神川町過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法の適用に伴う固定資産税の特例
に関する条例
　過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法等の施行に伴い、条例を制定するもの。

○

神川町国民健康保険税条例の一部を改正する条例
　全世代対応型の社会保障制度を構築するための健康保険法等の一部を改正する法律の
施行に伴い、所要の改正を行うもの。

○

神川町国民健康保険条例の一部を改正する条例
　健康保険法施行令の一部改正に伴い、所要の改正を行うもの。 ○
神川町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営の基準に関する条例の一部を
改正する条例
　特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て支援施設等の
運営に関する基準の一部改正に伴い、所要の改正を行うもの。

○

神川町職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例の一部を改正する条例
　人事院規則１５－１４の一部改正に伴い、町職員の不妊治療に係る通院等による特別
休暇を加えるため、所要の改正を行うもの。

○

町道路線の変更について
　町道敷地の払下げにより、町道（新里地内）の起終点を変更するもの。 ○
人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて
　長谷川隆氏の任期満了（令和４年６月 30 日）に伴い、町長から再任することについ
て推薦案が提出され、満場一致で同意されました。

○

神川町過疎地域持続的発展計画について
　過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法第８条第１項の規定により、新計画
を策定するもの。

○

陳
情
・
議
員
提
出

「沖縄戦犠牲者のご遺骨が含まれる可能性のある沖縄本島南部からの土砂採取、使用を
しないこと」を神川町議会として国へ求める意見書の採択についての陳情
　総務経済常任委員会では、「全会一致」により採択され、本会議でも採択になりました。
　詳しくは、１０ページをご覧ください。

○

沖縄戦戦没者の遺骨等を含む土砂を埋立てに使用しないよう求める意見書
　詳しくは、１０ページをご覧ください。 ○
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交
通
安
全
対
策 

　
平
成
26
年
か
ら
８
年
間
に
わ
た
り

工
事
が
行
わ
れ
て
き
た
神
川
中
学
校

北
か
ら
八
日
市
方
面
の
歩
道
工
事
が

今
年
度
完
成
し
ま
し
た
。
こ
の
道
路

は
、
神
川
中
の
生
徒
や
高
校
生
が
多

く
登
下
校
に
利
用
し
て
い
ま
す
。
第

２
次
神
川
町
総
合
計
画
の
交
通
安
全

の
推
進
に
、
交
通
事
故
を
な
く
す
た

め
、
交
通
規
制
表
示
の
明
瞭
化
の
表

記
が
あ
り
ま
す
。
歩
道
の
自
転
車
通

行
可
の
道
路
標
識
設
置
に
つ
い
て
、

町
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　
ま
た
、
他
の
地
域
で
歩
道
で
の
歩

行
者
と
自
転
車
の
事
故
が
多
く
発
生

し
た
こ
と
に
よ
り
、『
自
転
車
は
軽

車
両
で
車
道
の
自
転
車
通
行
帯
を
走

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
』
と
言
う
報

道
を
見
聞
き
し
た
た
め
で
し
ょ
う
か
、

数
年
前
か
ら
県
道
を
自
転
車
で
走
行

す
る
人
を
目
に
し
ま
す
。
非
常
に
危

険
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
神
川
町
に
自
転
車
通
行
帯
は
有
り

ま
せ
ん
。
町
内
歩
道
の
「
自
転
車
通

行
可
」
の
確
認
と
町
民
へ
の
周
知
啓

発
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
示
す
の
が

良
い
か
、
ま
た
、
安
全
対
策
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
、
町
の
考

え
を
伺
い
ま
す
。

は
、
県
道
22
号
線
、
県
道
２
８
９
号

線
、
渡
瀬
地
内
の
町
道
、
児
玉
工
業

団
地
内
の
町
道
の
４
路
線
に
、
そ
の

標
識
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

標
識
が
無
く
て
も
安
全
確
保
の
た
め
、

　
自
転
車
は
道
路
交
通
法
上
、
軽
車

両
の
た
め
、
車
道
を
左
側
通
行
す
る

こ
と
が
原
則
で
す
が
、
自
転
車
通
行

可
の
標
識
が
あ
る
区
間
で
は
、
直
ち

に
停
止
で
き
る
速
度
で
あ
れ
ば
、
歩

道
内
の
通
行
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
標
識
の
指
定
は
、
県
の
公
安
委
員

会
の
所
管
と
な
る
た
め
、
必
要
な
場

所
に
つ
い
て
は
、
指
定
並
び
に
標
識

設
置
に
向
け
て
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
町
内
歩
道
の
自
転
車
通
行

可
の
標
識
が
設
置
さ
れ
て
い
る
道
路

車
道
を
通
行
す
る
こ
と
が
危
険
で
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
通
行
が

可
能
で
す
。
周
知
啓
発
は
、
学
校
で

の
交
通
安
全
教
室
や
、
広
報
等
に
よ

る
見
え
る
化
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

答
え  
町
長

「
標
識
設
置
を
要
望
し
、
標
識
の

見
え
る
化
も
検
討
し
ま
す
」

◆
自
転
車
の
安
全
確
保

　
　
　
　
交
通
ル
ー
ル
啓
発

柴
崎
愛
子
議
員

◀設置が求められる
「自転車歩道通行可」の

道路標識

▶標識設置の拡大が必要と
思われる町道と歩道

（八日市方面から撮影）

44【令和３年12月定例会】
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ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
り
中
小
建

設
業
者
が
危
機
に
瀕
し
て
い
ま
す
。

半
導
体
不
足
で
は
電
線
を
扱
う
小
規

模
事
業
も
仕
事
が
減
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
農
業
は
、
米
価
大
暴
落
や
原

油
価
格
高
騰
に
よ
り
負
担
増
で
す
。

　
事
業
者
は
、「
国
が
輸
入
に
頼
っ

て
き
た
か
ら
だ
。」
と
言
っ
て
い
ま

す
。
国
保
税
軽
減
を
含
め
た
住
民
を

守
る
支
援
策
を
伺
い
ま
す
。

　
セ
ル
フ
ネ
グ
レ
ク
ト
は
、
何
ら
か

の
生
活
の
し
づ
ら
さ
生
き
づ
ら
さ
を

抱
え
て
い
る
の
に
、
誰
に
も
助
け
を

求
め
な
い
状
態
を
言
い
ま
す
。
孤
立

死
に
至
る
こ
と
も
あ
り
、『
緩
や
か

な
自
殺
』
と
呼
ば
れ
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。
生
き
る
の
が
苦
し
い
、
も
う

生
き
て
い
る
こ
と
に
疲
れ
た
、
と
い

う
状
態
に
あ
る
方
を
孤
立
さ
せ
な
い

　
保
護
者
は
職
場
を
休
み
づ
ら
い
環

境
で
働
く
方
も
多
く
、
ま
た
、
子
ど

も
は
、
発
熱
、
咳
、
鼻
水
等
の
回
復

に
幾
日
も
か
か
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

す
。
丹
荘
保
育
所
に
設
置
さ
れ
る
病

後
児
保
育
は
、
保
護
者
の
イ
メ
ー
ジ

と
は
違
う
よ
う
な
の
で
、
内
容
を
早

め
に
保
護
者
に
伝
え
て
い
た
だ
き
、

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
等
も
、
保
護
者
の

協
力
を
得
ら
れ
る
対
応
を
取
っ
て
い

た
だ
き
た
い
の
で
、
町
の
考
え
を
伺

い
ま
す
。
ま
た
、
保
育
士
に
は
、
安

定
し
た
働
く
環
境
が
必
要
と
思
い
ま

す
が
、
正
規
保
育
士
を
増
や
す
考
え

は
あ
る
の
か
、
伺
い
ま
す
。

よ
う
、
早
期
発
見
、
早
期
対
応
で
き

る
体
制
強
化
に
つ
い
て
、
考
え
を
伺

い
ま
す
。

 

事
業
者
支
援 

 
病
児
保
育 

 

セ
ル
フ
ネ
グ
レ
ク
ト 

◆
地
域
振
興
の

　
　
　
　
担
い
手
を
守
る
！

◆
安
全
・
安
心
の

　
　
　
　
　
保
育
環
境
へ

◆
自
己
責
任
に

　
　
　
さ
せ
な
い
支
援
を
！

　
新
丹
荘
保
育
所
内
の
病
後
児
保
育

室
の
設
置
は
、
で
き
る
だ
け
早
く
利

用
案
内
等
が
で
き
る
よ
う
に
準
備
し

て
い
き
ま
す
。
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ

子
ど
も
へ
の
対
応
は
、
保
育
所
入
所

説
明
会
な
ど
で
保
護
者
に
聞
き
取
り

調
査
を
行
い
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
保
護
者
や
保
育
士
等
に

ア
レ
ル
ギ
ー
に
対
す
る
知
識
の
普
及

啓
発
、
相
談
体
制
の
構
築
、
研
修
会

の
実
施
等
を
通
じ
た
支
援
を
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
保
育
所
の
正
規
職

員
と
会
計
年
度
任
用
職
員
の
比
率
を

改
善
し
て
い
き
ま
す
。

　
セ
ル
フ
ネ
グ
レ
ク
ト
は
、
社
会
生

活
の
維
持
に
必
要
な
個
人
衛
生
や
健

康
行
動
を
放
任
、
放
棄
し
て
い
る
状

態
と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
み
屋

敷
や
孤
独
死
等
の
原
因
と
も
言
わ
れ
、

背
景
に
は
、
社
会
的
に
孤
立
し
て
い

る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
保
健

セ
ン
タ
ー
で
は
、
訪
問
な
ど
を
実
施

し
、
セ
ル
フ
ネ
グ
レ
ク
ト
へ
の
理
解

を
深
め
、
予
防
的
観
点
を
持
て
る
周

知
も
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
毎
年
３
月
の
自
殺
対
策
強

化
月
間
に
合
わ
せ
記
事
を
広
報
等
に

掲
載
し
、
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
の
養
成

に
も
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

　
事
業
収
入
が
減
少
し
た
事
業
所
等

に
は
、
一
律
５
万
円
を
給
付
す
る
神

川
町
中
小
企
業
者
定
額
給
付
金
の
申

請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
農
業
者
向
け
は
、
認
定
農
業
者
支

援
事
業
、
新
規
就
農
者
農
業
機
械
購

入
費
補
助
事
業
、
特
産
品
振
興
事
業

等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

答
え  

町
長

「
支
援
の
継
続
と
情
報
を
周
知
し

ま
す
」

答
え  

町
長

「
早
急
な
利
用
案
内
と
知
識
習
得
、

職
場
環
境
を
改
善
し
ま
す
」

答
え  

町
長

「
訪
問
の
実
施
と
予
防
的
観
点
の

周
知
に
努
め
ま
す
」

　
国
保
税
の
軽
減
は
、
18
歳
以
下
第

３
子
以
降
の
子
ど
も
の
均
等
割
減
免

も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
国
へ
公
費
の
投
入
な
ど

の
財
政
支
援
措
置
を
要
望
し
て
い
き

ま
す
。

川
浦
雅
子
議
員
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建
設
中
の
丹
荘
保
育
所
を
見
学
し

ま
し
た
が
、
脱
炭
素
化
対
応
が
出
来

て
い
ま
せ
ん
。
神
川
町
役
場
本
庁
舎

は
使
用
電
力
の
13
％
を
太
陽
光
で
発

電
し
て
い
ま
す
が
、
庁
舎
よ
り
新
し

い
設
計
の
保
育
所
及
び
、
令
和
３
年

９
月
議
会
で
提
示
さ
れ
た
新
神
泉
総

合
支
所
の
建
設
案
に
も
、
そ
の
点
が

全
く
考
慮
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
令
和

３
年
６
月
議
会
で
執
行
部
か
ら
『
総

合
計
画
、
総
合
戦
略
等
を
見
直
す
際

に
検
討
が
必
要
な
課
題
』
と
回
答
が

あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
物
件
が
何

故
見
直
し
対
象
物
件
で
な
い
の
で

し
ょ
う
か
。
消
費
す
る
電
力
の
削
減

を
図
る
と
と
も
に
、
非
化
石
燃
料
電

力
の
導
入
に
よ
る
脱
炭
素
化
を
図
る

考
え
が
あ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

　
ま
た
、
身
近
な
問
題
と
し
て
缶
類
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
ビ
ン
類
等
を
一
般

　
新
丹
荘
保
育
所
は
、
保
育
士
の
意

見
も
反
映
し
、
主
に
子
ど
も
た
ち
の

ト
イ
レ
を
主
眼
に
整
備
し
ま
し
た
。

太
陽
光
発
電
は
予
算
と
の
兼
ね
合
い

で
有
用
性
を
生
み
出
す
事
が
出
来
な

い
こ
と
や
、
ま
た
、
神
泉
総
合
支
所

の
太
陽
光
発
電
装
置
の
設
置
は
、
費

用
対
効
果
の
面
か
ら
整
備
は
考
え
て

い
ま
せ
ん
。

　
今
後
の
太
陽
光
発
電
等
の
ク
リ
ー

ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
は
、
神
川
町

ゴ
ミ
で
な
く
、
利
用
可
能
な
資
源
ゴ

ミ
と
し
て
の
回
収
・
再
利
用
を
推
進

し
、
微
力
で
も
日
本
及
び
世
界
の
脱

炭
素
化
に
貢
献
す
る
考
え
が
あ
る
の

か
伺
い
ま
す
。

答
え  

町
長

「
最
新
技
術
を
注
視
・
ク
リ
ー
ン

エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
を
検
討
し

ま
す
」

◆
脱
炭
素
化
で
世
界
貢
献
を

公
共
施
設
長
期
保
全
計
画
の
な
か
で
、

最
新
技
術
を
注
視
し
な
が
ら
導
入
を

検
討
し
ま
す
。

　
小
山
川
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
搬

入
し
た
神
川
町
内
の
ご
み
は
年
々
増

加
し
、
そ
の
内
、
資
源
ご
み
の
収
集

量
は
年
度
に
よ
り
増
減
し
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
資
源
ご
み
収
集
の
ほ
か
、

小
型
家
電
の
回
収
や
、
リ
サ
イ
ク
ル

活
動
団
体
に
は
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
推

進
奨
励
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
資
源
ご
み
の
回
収
は
、
町

民
の
皆
様
に
適
正
に
排
出
し
て
い
た

だ
く
よ
う
、
回
覧
等
を
通
じ
て
周
知

し
ま
す
。

 

町
の
脱
炭
素
化
社
会 

坂
本
貴
佳
議
員

資源を守るリサイクル
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毎
年
、
八
高
線
活
性
化
促
進
協
議

会
で
、
八
高
線
の
電
化
、
複
線
化
な

ど
の
要
望
活
動
を
し
て
い
ま
す
が
、

　
電
化
、
複
線
化
は
、
速
度
や
快
適

性
の
向
上
、
ま
た
列
車
の
増
発
、
増

結
等
を
目
的
に
八
高
線
活
性
化
促
進

協
議
会
の
構
成
17
の
市
と
町
と
共
同

で
要
望
し
て
い
る
の
で
、
参
加
団
体

と
し
て
要
望
を
引
き
続
き
し
て
い
き

ま
す
。

　
丹
荘
駅
は
、
平
成
27
年
７
月
に
単

答
え  

町
長

「
観
光
Ｐ
Ｒ
の
場
に
有
効
活
用
」

◆
丹
荘
駅
に
対
す
る

　
　
　
町
の
考
え
方
を
聞
く

式
ホ
ー
ム
１
面
１
線
と
な
り
、
ホ
ー

ム
の
移
動
を
す
る
こ
と
な
く
利
用
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
新
駅
舎

の
建
設
時
、
丹
荘
小
学
校
の
児
童
が

作
成
し
た
冬
桜
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た

手
形
桜
を
正
面
に
配
置
す
る
な
ど
、

親
し
み
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
丹
荘
駅
を
観
光
Ｐ
Ｒ
等
に
有
効
活

用
す
る
た
め
、
駅
舎
内
に
観
光
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
や
掲
示
物
等
を
設
置
す
る

な
ど
、
今
後
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
調
整
し

ま
す
。

　
ま
た
、
下
り
の
車
両
が
停
車
し
て

い
る
時
点
で
遮
断
機
が
閉
ま
り
、
時

間
が
長
く
な
り
、
通
勤
、
通
学
時
に

は
県
道
の
交
通
渋
滞
が
発
生
し
ま
す
。

踏
切
の
遮
断
時
間
等
は
、
国
の
安
全

基
準
等
に
よ
る
も
の
で
、
安
全
を
優

先
し
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
、
今
年
の
春
に
固
定

費
削
減
か
ら
、「
非
電
化
・
単
線
化
」

を
進
め
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
電
化

を
要
望
す
る
よ
り
、
あ
え
て
非
電
化

車
両
を
売
り
に
す
る
べ
き
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、
車
椅
子
で
児
玉
駅
か
ら
乗

車
す
る
場
合
は
、
介
助
が
必
要
に
な

る
場
合
が
あ
る
の
で
、『
バ
リ
ア
フ

リ
ー
に
な
っ
て
い
る
丹
荘
駅
か
ら

乗
っ
て
ほ
し
い
』
と
言
わ
れ
る
こ
と

も
あ
る
そ
う
で
す
。

　
さ
ら
に
、
駅
前
に
は
、
駅
の
周
り

の
地
図
と
自
転
車
利
用
の
「
ぐ
る
っ

と
埼
玉
サ
イ
ク
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

の
看
板
も
あ
り
ま
す
。
神
川
町
の
入

口
と
し
て
、
こ
の
魅
力
的
な
駅
を
、

な
ぜ
、
活
用
し
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
し
て
、
通
学
通
勤
時
に
県
道
の

踏
切
で
渋
滞
が
起
き
て
い
ま
す
。
駅

か
ら
近
い
の
で
、
早
め
に
踏
切
を
閉

め
る
の
で
す
が
、
も
う
少
し
踏
切
の

閉
ま
っ
て
い
る
時
間
を
短
く
し
て
も

ら
え
る
よ
う
に
交
渉
は
出
来
な
い
の

か
、
伺
い
ま
す
。

 

町
内
唯
一
の
丹
荘
駅 

架線がなくても走る　八高線 ディーゼルカー 気動車

廣
川
　
学
議
員

町の魅力に繋げる必要のある
丹荘駅前　　　　　　　　　
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町
内
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
状
況
は
、
２
回
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

も
順
調
に
進
み
、
全
国
的
に
第
５
波

と
言
わ
れ
た
８
月
を
ピ
ー
ク
に
感
染

者
数
は
減
少
し
、
現
在
落
ち
着
き
を

見
せ
て
い
る
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
町
で
は
、
第
６
波
と
言
わ

れ
る
よ
う
な
状
況
と
な
り
、
感
染
者

数
が
増
加
し
た
場
合
、
感
染
拡
大
を

防
止
す
る
た
め
、
ど
の
よ
う
な
こ
と

を
準
備
・
検
討
し
て
い
る
の
か
、
伺

い
ま
す
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
状
況
の
長
期
化
に
よ
り
景
気
の
冷

え
込
み
が
続
き
、
町
内
中
小
企
業
者

も
大
き
な
打
撃
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
町
内
の
景
気
回
復
に
向

け
た
経
済
対
策
に
つ
い
て
、
引
き
続

き
、
ど
の
よ
う
な
事
業
実
施
の
考
え

が
あ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

　
山
﨑
町
長
は
、
９
月
の
一
般
質
問

で
、
次
期
町
長
選
へ
の
不
出
馬
を
表

明
し
ま
し
た
。
在
任
期
間
中
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
や
台
風
19
号

に
よ
る
災
害
対
策
対
応
な
ど
多
く
の

課
題
に
対
応
し
、
町
の
か
じ
取
り
役

と
し
て
先
頭
に
立
ち
、
手
腕
を
発
揮

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
在
任
期
間
を
振
り
返
っ
て
、
自
己

総
括
を
伺
い
ま
す
。

　
感
染
拡
大
防
止
は
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
が
第
一
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
３

回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
注
力
し
て

い
き
ま
す
。
３
回
目
の
追
加
接
種
を

行
う
こ
と
が
国
で
示
さ
れ
、
集
団
接

種
会
場
へ
の
日
時
の
割
り
振
り
を
通

知
す
る
手
配
や
送
迎
の
対
応
も
実
施

す
る
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
今
後
第
６
波
と
呼
ば
れ
る

よ
う
な
感
染
者
数
が
増
加
し
た
場
合

で
す
が
、
自
宅
療
養
者
へ
の
パ
ル
ス

オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー
の
貸
与
や
、
食
料

品
、
生
活
必
需
品
を
提
供
で
き
る
準

備
も
整
い
、
状
況
に
応
じ
た
体
制
を

構
築
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
後
の
町
の
経
済
対
策
は
、
新
た

に
事
業
者
支
援
策
と
し
て
、
来
年
３

月
31
日
を
申
請
期
限
と
し
て
、
神
川

町
中
小
企
業
者
等
定
額
給
付
金
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

答
え  
町
長

「
安
心
子
育
て
・
健
康
で
長
生
き
・

活
躍
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
施
」

答
え  
町
長

「
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
を
整
え
、

経
済
対
策
に
努
め
ま
す
」

◆
感
染
防
止
・
経
済
対
策
に

全
力
を

◆
ま
ち
づ
く
り
の

　
　
　
　
　
自
己
総
括
を

て
の
ま
ち
や
健
康
で
長
生
き
で
き
る

ま
ち
、
ま
た
、
生
き
が
い
を
持
っ
て

活
躍
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
柱
に
事

業
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ

の
対
応
は
、
少
な
い
情
報
の
な
か
で

未
知
の
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応
と
し
て

感
染
予
防
の
周
知
や
物
資
の
配
布
、

さ
ら
に
年
間
で
２
万
１
，
０
０
０
回

以
上
と
い
う
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
実
施

な
ど
、
今
ま
で
に
例
の
な
い
対
策
を

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
令
和
元
年
の
台
風
19
号
へ

の
対
応
は
、
下
久
保
ダ
ム
の
緊
急
放

流
が
予
告
さ
れ
、
地
域
住
民
の
生
命

が
脅
か
さ
れ
る
よ
う
な
状
況
に
な
り

ま
し
た
が
、
い
ち
早
く
避
難
所
を
開

設
し
、
明
る
い
う
ち
に
避
難
が
で
き

る
状
況
の
な
か
、
多
く
の
方
が
避
難

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
庁
舎
の
開
所
に
合
わ
せ

て
、
町
民
福
祉
課
と
保
健
セ
ン
タ
ー

で
別
々
に
手
続
き
を
行
っ
て
い
た
子

育
て
に
関
す
る
窓
口
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

で
行
え
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
老
朽
化
が
懸
念
さ
れ
て
い
た
丹

荘
保
育
所
も
、
令
和
４
年
４
月
の
開

所
に
向
け
、
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
４
年
間
、
安
心
子
育

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策 

 

４
年
間
の
取
組
と
成
果 

田
中
隆
久
議
員
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の
方
と
保
健
師
が
面
談
を
行
い
、
信

頼
関
係
を
築
く
な
ど
、
対
面
的
な
支

援
に
重
点
を
置
い
て
い
ま
す
。

　
今
後
、政
府
に
よ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
活
用
し
た
電
子
母
子
手
帳

事
業
の
導
入
も
予
定
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
現
段
階
で
ア
プ
リ
導
入
の

考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
町
で
は
現
在
、
ネ
ウ
ボ
ラ
の
理
念

に
基
づ
き
、
妊
娠
届
の
時
か
ら
全
て

き
地
の
整
備
を
ど
う
し
て
い
く
の
か

町
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　
空
き
地
の
管
理
は
現
在
の
状
況
を

確
認
し
、
所
有
者
に
対
し
て
適
正
な

管
理
を
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
通

知
し
て
い
ま
す
。

　
空
き
家
・
空
き
地
は
、
個
人
に
管

理
責
任
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
適
正
管

理
に
結
び
つ
け
る
難
し
さ
も
あ
り
ま

す
が
、
引
き
続
き
通
知
や
空
き
家
バ

ン
ク
の
活
用
推
進
、
老
朽
空
き
家
除

去
補
助
金
の
利
用
に
よ
り
、
適
正
管

理
に
繋
が
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

答
え  

町
長

「
現
段
階
で
ア
プ
リ
導
入
の
考
え

は
あ
り
ま
せ
ん
」

答
え  

町
長

「
所
有
者
の
適
正
管
理
に
繋
が
る

よ
う
努
め
ま
す
」

　
現
在
、
神
川
町
で
は
障
が
い
の
あ

る
方
に
対
し
、
日
常
生
活
用
具
購
入

の
給
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

指
定
難
病
で
も
あ
る
網
膜
色
素
変
性

症
の
方
が
使
用
す
る
暗
所
視
支
援
眼

鏡
や
人
口
呼
吸
器
の
外
部
バ
ッ
テ

リ
ー
等
を
日
常
生
活
用
具
の
給
付
対

象
に
す
る
考
え
は
あ
る
か
伺
い
ま
す
。

　
子
育
て
応
援
ア
プ
リ
は
、
近
隣
で

は
、
本
庄
市
や
上
里
町
が
導
入
し

て
い
ま
す
が
、
予
防
接
種
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
リ
ン
グ
や
子
ど
も
の
成
長
に

合
わ
せ
た
情
報
を
入
手
で
き
る
な
ど
、

子
育
て
中
の
マ
マ
に
は
強
い
味
方
に

な
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
ア

プ
リ
を
神
川
町
で
も
導
入
し
て
い
く

考
え
は
あ
る
か
伺
い
ま
す
。

具
の
給
付
対
象
と
し
て
い
る
県
内
の

自
治
体
は
少
な
い
状
況
で
す
。
給
付

事
業
対
象
品
目
へ
の
追
加
は
近
隣
の

市
町
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、
検

討
・
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

◆
日
常
生
活
用
具
の

　
　
　
　
給
付
拡
大
を
！

◆
子
育
て
応
援
ア
プ
リ
の

　
　
　
　
導
入
の
考
え
は
？

 

日
常
生
活
用
具
給
付
の
事
業 

 
子
育
て
応
援
ア
プ
リ 

　
適
切
な
管
理
が
さ
れ
て
い
な
い
、

空
き
地
・
空
き
家
は
、
防
犯
、
衛
生
、

景
観
な
ど
、
近
隣
に
住
ん
で
い
る
方

の
生
活
環
境
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
増
え
て
い
く
と
思
わ
れ
る

管
理
が
さ
れ
て
い
な
い
空
き
家
・
空

　
日
常
生
活
用
具
の
給
付
事
業
は
障

が
い
を
お
持
ち
の
方
の
日
常
生
活
が

よ
り
円
滑
に
行
わ
れ
る
た
め
の
用
具

を
給
付
ま
た
は
貸
与
す
る
こ
と
等
に

よ
り
、
福
祉
の
増
進
に
資
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
事
業
で
す
。

　
暗
所
視
支
援
眼
鏡
や
人
口
呼
吸
器

の
外
部
バ
ッ
テ
リ
ー
を
日
常
生
活
用

答
え  

町
長

「
近
隣
市
町
の
動
向
を
注
視
・
研

究
し
ま
す
」

◆
今
後
の
空
き
家
・
空
き
地

の
管
理
は
？

 

空
き
家
・
空
き
地
等
の
管
理 

赤
羽
奈
保
子
議
員

9 【令和３年12月定例会】



かみかわ町議会だより

「沖縄戦犠牲者のご遺骨が含まれる可能性のある沖縄本島南部からの土砂採取、
使用をしないこと」を神川町議会として国へ求める意見書の採択についての陳情

沖縄戦戦没者の遺骨等を含む土砂を埋立てに使用しないよう求める意見書
　沖縄戦では、日本全国から召集された日本兵が「沖縄守備軍」として沖縄に駐屯し、悲惨
な地上戦が繰り広げられ、多くの貴い命が失われた。糸満市摩文仁の平和祈念公園内にある
「平和の礎」には、国籍や軍人、民間人の区別なく、沖縄戦などで亡くなられた24万1,632
名の氏名が刻銘されている。また、1,100名を超える埼玉県出身者の日本兵も沖縄戦の犠牲
者となっている。
　戦争で亡くなった人々の遺骨が入った土砂を埋立てに使用することは、基地建設の賛否に
関わらず、人道的・倫理的観点から中止すべきである。
　よって、下記の事項が実現されることを要請する。

記
１　悲惨な沖縄戦の戦没者の遺骨等が混入した土砂を埋立てに使用しないこと。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。
　令和３年12月10日

埼玉県児玉郡神川町議会議長　清水　敏信

※審議結果　○全員賛成（可決）　△賛成多数（可決）　×賛成少数（否決）

11月30日臨時会を開催　臨時会議案一覧及び審議結果
議 案 名 等 と 主 な 内 容 審議結果

町
長
提
出
議
案

神川町町長等の給与等に関する条例の一部を改正する条例
　人事院勧告等を踏まえ、職員と同様に町長等の期末手当の支給率を改定（0.15ヵ月減
額）するもの。

○

神川町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
　人事院勧告等を踏まえ、職員と期末手当の支給率を改定（0.15ヵ月減額）するもの。 △

議
員
提
出

神川町議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例
　町長、副町長、教育長等の給与改定の状況等に鑑み、町議会議員の期末手当の支給率
を改定（0.15ヵ月減額）するもの。

○

各議員の賛否の状況（全員賛成の議案等を除く）

議　案　名　称

議
決
等
の
結
果

１ 

四
方
田
繁
男

２ 

桜
沢　
　
晃

３ 

田
中　
隆
久

４ 

川
浦　
雅
子

５ 

野
口　
弘
吉

６ 

坂
本　
貴
佳

７ 

清
水　
敏
信

８ 

堀
川　
光
宣

９ 

柴
崎　
愛
子

10 

廣
川　
　
学

11 

落
合　
周
一

12 

赤
羽
奈
保
子

町
長
提
出

議
案

神川町職員の給与に関する条例の一部を
改正する条例 可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○

〇 賛成　　× 反対　　― 清水敏信議長（議事進行）は採決に加わりません。

　12月７日㈫、総務経済常任委員会を開催し、陳情者出席のもと慎重審査いたしました。
　陳情者の説明として、1,100名を超える埼玉県出身の沖縄戦犠牲者のことや、人権問題とし
て捉えてほしいと説明がありました。議員からの質疑は、「政府が遺骨を収集すれば、土砂を
使ってよいか」、聞いたところ、陳情者からは、「政府が丁寧な遺骨収集をしてくれればよい
が、重機で行う方法では難しい。」などの説明がありました。
　採決した結果、陳情第３号は、全会一致で「採択すべきもの」に決定しました。

総 務 経 済 常 任 委 員 会

410【令和３年11月臨時会・12月定例会】



かみかわ町議会だより

議 会 活 性 化 研 修 会

文教厚生常任委員会協議会を開催

　10月22日㈮、元寄居町議会事務局職員の倉本穣氏より
「一般質問と質疑のポイント」と題し研修を受けました。
　研修会では、質問の質の向上が重要と学ぶとともに、改
めて、会議録や議員必携の活用が議会力に繋がることを確
認しました。
　また、議会だよりを活用して、町民に伝え情報共有を目
指す必要があるとの説明もあり、今後、町民の皆さんに興
味を持ち手に取って読んでいただける議会だよりを作って
いきます。

　12月８日㈬全員協議会室で、上下水道課より『水道管に
おける石綿管の布設状況』の説明があり、情報収集・意見
交換を行いました。
　令和２年度末の町内水道管の総延長は約145㎞で、その
内約14㎞が石綿管であり、近隣３市町の残存１㎞以内と比
べて、石綿管の更新は遅れています。総合計画では2027年
度更新終了予定ですが、現状は年間約500mの実績です。

　議員からは、石綿管の安全性（WHOでは安全と言われている）を疑問視する声があり、
平成15年当時の全国平均（3.2%）までの残存要望がありました。

新丹荘保育所建設現場　視察
　11月１日㈪、文教厚生常任委員会・総務経済常任委員
会合同で、建設中の新丹荘保育所を視察し、町民福祉課か
ら、外観及び各部屋の配置説明を園庭予定地で受け、その
後、安全に留意しながら園舎の一部を見学しました。
　また、開所後、利用が予定されている丹荘公園までの移
動方法を確認しました。議員から公道利用が考えられるこ
とから、安全面で危惧する声もありましたが、散歩等の園
外活動を行うことは、身近な自然と触れ合う重要な機会で

す。公園利用には、交通安全等に十分配慮することが必要と感じました。

イルミネーション設置作業
　11月14日㈰、商工会の恒例事業となったイルミネー
ションの設置作業ですが、議会としてブースを受け持
ち３年目になります。
　昨年と同じく役場庁舎前を担当したので、段取りも
良くスムーズに設置することができました。
　コロナ禍で外出も儘ならず、気持ちも沈みがちな一
年でした。イルミネーションが点灯されるのを見て、
町民の皆様の心が少しでも明るくなれば良いなと思い、
議員皆で飾り付けをしました。

議 会 活 動 報 告eeeeeeee eeeeeeee
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国宝の阿弥陀如来（光明寺）
　光明寺の本尊であるこの仏像は、鋳銅に
鍍金を施したもので、高さ48.8センチメ
ートルです。背面の刻銘から、永仁３年
（1295）につくられたことがわかります。
丹党の旗頭新里四郎光明が守護仏として信
仰していたといわれています。（県立歴史
と民俗の博物館に出品中）

武蔵二の宮　金鑚神社
　日本武尊が東征の際に創建したと伝えら
れる金鑚神社は、拝殿の奥にある御室ヶ嶽
一帯をご神体として祀っています。したが
って拝殿の奥にあってご神体を置くべき本
殿が無く、拝殿のみという構造です。こう
した拝殿のみで神体山をまつる、古い祭
祀形態をとどめている神社は全国でも珍し
く、長野県の諏訪大社と奈良県の大神神社
とを合わせて３社だけと言われています。

今月号の表紙

　廣川学議員の辞職願が、 12月17日付で許可され、桜沢晃議員の辞職願は12月23日付で許可
されました。

かみかわ町議会だより

スマホで議会！
　　スマホでQRコードを読み込むと
　　　　「町HPから神川町議会のページ」が閲覧できます。
＊６月定例会は、６月７日（火）午前９時から開催予定です。

　
欠
員
に
伴
う
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙
は
、
令
和
４
年
１
月
30
日
に
執

行
さ
れ
、
２
名
の
新
し
い
議
員
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
皆
様
の
ご
支
援
に
『
是
々
非
々
』
の
精
神
で
行
動
発
言
し
、
神
川
町
発
展

に
取
り
組
み
ま
す
。

　
『
届
け
ま
す
‼
声
を
カ
タ
チ
に
』
を
モ
ッ
ト
ー
に
住
み
た
く
な
る
神
川

町
を
目
指
し
ま
す
。

新
し
い
議
員
を
紹
介
し
ま
す

昭
和
40
年
８
月
19
日
生

所
属
委
員
会　
総
務
経
済
常
任
委
員
会

職
業　
会
社
員

党
派　
無
所
属　
　
当
選　
２
回

住
所　
神
川
町
大
字

　
　
　
　
　
　
肥
土
５
９
２
番
地
11

福島　康弘 議員

昭
和
56
年
５
月
３
日
生

所
属
委
員
会　
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

職
業　
会
社
員

党
派　
無
所
属　
　
当
選　
１
回

住
所　
神
川
町
大
字

　
　
　
　
　
下
阿
久
原
８
１
９
番
地
２

新井　太一 議員

議員辞職のお知らせ
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4
4

4
4

4
4

4
4

4
4
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